














〔はじめに〕 

SLE の病因に関しては,免疫調節機序の乱れに基づく免疫異常によるものと考えられてお

り,それらをまとめると,B 細胞の機能過剰と,T 細胞の機能欠陥に集約される。 

B 細胞の機能過剰の結果,抗核抗体や抗リンパ球抗体などの自己抗体の出現や,免疫複合体

の存在,末梢血中の抗体産生細胞の増加などが認められている。また,抑制性 T細胞を中心

とした T細胞機能低下や,最近では IL-2 に関する機能異常が報告されている。 

そこで,当科で入院,あるいは外来にて経過観察中のSLE患者のうち6人に関して,B細胞機

能異常としての末梢血中の抗体産生細胞,およびT細胞機能異常としてのIL-2産生能,IL-2

に対する反応性を中心に,免疫学的検討を実施した。 

同時に PM 症例 2例,DM 症例 1例に関しても検討を行ったので,合わせて報告する。 


